
 
 
 
 

 

 

 

平和     茶碗の図 

   人間国宝  荒川豊蔵氏筆 

多冶見西 RC 創立 10 周年記念誌より 

    右写真 平成２３年多治見駅前                            

 
 
 
 
 
 
 

 
本日のプログラム      

    

点 鐘         

ロータリーソング   我等の生業 

             四つのテスト 

会長挨拶 

出席・スマイル報告 

委員会報告 

幹事報告 

卓 話     新会員  中島竹壽君 

         「自社の紹介」  

点 鐘 

   

 

着信書類 

・ ローターアクトクラブ活動計画書 拝受 

・ ガバナー事務所より  バギオ便り 

・ 陶技学園より 

   第 49 回合同運動会開催の案内 

   日時 ： 10 月 2日（日） 

        午前 9時 30 分から 

   場所 ： 陶技学園運動場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ロータリー囲碁同好会より 

ロータリー全国囲碁大会の案内 

・ 社）ＡＪＵ自立の家 ピア名古屋より 
多治見修道院ワインフェスタ開催の案内 
    日時 ： １１月３日（木） 

他クラブ例会変更のお知らせ 
・ 恵那ＲＣ → 9 月 13 日（火）の例会を 

9 月 15 日（木）へ変更   
         恵那銀の森 
     家族親睦会「十五夜例会」のため 
先週の記録 
◆出席報告（出席義務者 5 名内出席者 2 名） 
 出席者  欠席者 出席率 
  31 名   4 名 88.57％ 
◆スマイル報告 
   投函者 24 名  金額 28,000 円 
・ 各務先生ご苦労様です。  松浦 毅 
・ 各務さん、卓話よろしくお願いします。 
               佐藤 正 
来週（１５日）のお知らせ  
   ローターアクトとの合同例会 
   場所：まるや 点鐘：午後 6 時 30 分 

 

 
例会日 毎週木曜日 
事務局 多治見市新町 1-23   

産業文化センター４F 
TEL 0572-25-5100 FAX 0572-25-5101 
E-mail：n-rc@joy.ocn.ne.jp 
HP     http://tajiminishi.jimdo.com/ 

会長 佐藤 正  幹事 古田徳夫 
会報 佐藤八郎  堀 義紀 
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第４６期会長テーマ 

「つなげよう奉仕の心」 

第 2630 地区 

第 ２２０3 例  会  ２０１１ 年 ９ 月 8 日 （木） 



理事会報告 
・ 親睦家族旅行について 

日時：11 月 17 日（木） 
場所：日間賀島 

          「すず屋 海游亭」 
・ 石井惣司ガバナー公式訪問 

日時：10 月 12 日（水） 
場所：産業文化センター 

・ ホームページについて 
管理者等次回に持ち越し 

（協賛金） 
・多治見市発明くふう展  承認  5,000 円 
・ 財）米山梅吉記念館      
  全国一人 100 円募金運動 承認 3,800 円 
              (100 円×38 名)         
・ 国際陶磁器フェスティバル美濃‘11 
          前売り入場券   承認  
          枚数については会長一任 
Ｉ．Ｍ．（Intercity Meeting）  
   日時 ： 平成２３年 10 月１日（土） 
   場所 ： 恵那グランドホテル 
    基調講演 
    東洋大学文学部中国哲学文学教授 
     「陽明学」研究の第一人者 
            吉田公平氏 
出席者 会長 佐藤 正 副会長  関谷泰久 
    幹事 古田徳夫 会計   古田光國 
会長エレクト 各務和宏 国際奉仕 山下智久 

社会奉仕 大岩順子 職業奉仕 石垣智康 
新世代 柘植途始江 新会員  大嶽政彦 
新会員 加藤真左子 新会員  中島竹壽 

 
ロータリー特別月間 ９月 

新世代のための月間（New Generations Month） 
  年齢 30 歳までの若い人、すべてを含む新世代 
の育成を支援するロータリー活動に焦点を当て

る月間です。クラブと地区は、新世代の基本的 
ニーズ、すなわち健康、人間の価値、教育、自

己開発を支援するプロジェクトに着手するよう

に要請されています。 

あるつまらない考え 
「いま景気の状況が最低のとき、何故ロータリー

なんだ」友人から一番言われている言葉です。 
そして「お前、奉仕なんてよう言っているなー。 
どうかしとらへんか」と意見してきます。 
こんな時、私は「そのとおり、ロータリーはどう

かしていないとやれないよ」と口の中で言い返し

ております。あからさまの論争は無駄です。誤解

をまねきもします。100年に 1度の大不況のいま、

ロータリーをやって何になるかと考えれば考える

ほどシラけてくるこの頃、どうかしてしまって、

ある意味では、馬鹿になってロータリーに臨むの

が一番と心に決めております。ロータリーの例会

に出て、時には分別を捨ててもいいのではないで

しょうか？どうかしてしまってロータリーを語り、

聞き、行動するのです。そこには利害得失、能率

などありません。あの少年の心、少女の心、うぶ

な心、みずみずしい心になるのです。ポールハリ

スの云われる「ア・ボーイ ア・ガール」に戻る

のです。例会場では子供にかえってバカになって

自由に考え、裸の心で笑い語ることにロータリー

のよさを見出したいと考えるのです。私は、分別

を働かせている限りロータリーは絶対分らないと

云ってもよいのではとさえ思います。地区なんか

へ行きますと、たまに堂々とロータリー理論を語

る人に出会います。ロータリー実存哲学論です。

その分別ギチギチに、ロータリーは学問と違うぜ

よ、と云いたくなる時もありました。これにはつ

いていけません。うちのクラブの先輩も言ってい

ます。ロータリーは言葉で覚えるのではなく体で

覚えるものと。分別をサラリと捨て、真っ白の状

態になってクラブライフを楽しむ中、フッツと気

づく。ロータリーが分るということはこんなこと

ではないでしょうか。それが何年たって来るかど

うか。私はまさに愚か者ですので、入会して２０

年以上たっても一向にやってきません。真の奉仕

の理想への理解はそのあとに来るものと信じます。

それまでバカを続けロータリーを楽しめればと思

います。と、つまらないことを考える昨今です。 
                  ( 会報子 ) 


